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「神無月のころ」 

副校長 廣瀬 尊貴 

１０月に入りました。古語では神無月（かんなづき）と呼ばれています。１２世紀半ば、平安時

代の終わり頃の「和歌童門蒙抄（わかどうもんもうしょう）」という書物に、天下の諸神が出雲（現

在の島根県）に集まることから、１０月を神無月と呼ぶようになったという記述があります。幾世

紀の時代を経て２１世紀の現代にも伝えられているのは、その言葉のもつ響きと意味合いに、普遍

の価値と文化が包含されているからです。 

◇                    ◇ 

9 月２９日文化庁は２０２２年度の「国語に関する調査」の結果を発表しました。１６歳以上の

６０００人を対象に調査し、３６００人から回答を得た結果を以下に示します。 

まず、新しい言葉の表現の使用の状況です。 

◆「推し」…気に入って応援している人や物のこと ◆「寒い」…冗談などがつまらないこと 

◆「盛る」…より良く見せようとすること     ◆「引く」…異様だと感じてあきれること 

次に本来の意味とは異なって使用されている慣用句の使用の状況です。※（ ）の％は回答値です。 
 

◆慣用句 ○本来の意味 ●異なる理解 

涼しい顔をする 関係があるのに知らぬふりをする（２２，９％） 大変な状況でも平気そうにする（６１．０％） 

雨模様 雨が降りそうな様子（３７．１％） 小雨が降ったりやんだりしている様子（４９．４％） 

忸怩（じくじ）たる思い 恥じ入るような思い（３３．５％） 残念で、もどかしい思い（５２．６％） 

 

言葉は時代を反映します。ですから、世相や流行によって意味合いが変わっていくのは、致し方

ないことかもしれません。しかしながら、私たちは言葉を通して、意思を伝え、信頼関係を築き、

伝統文化を受け継いできました。このことを考えると、正しく言葉を用いるという言語活動は、普

遍の価値や文化を継承していくためには、存続させなければいけません。不用意な言葉の誤用は誤

解やトラブルを招き、文化の損失につながりかねません。したがって、言語感覚を磨き、響きや意

味合いを理解した上で、世代や性別、場面を配慮した言葉を用い、伝えていく必要があります。 

◇                    ◇ 

10 月６日音楽祭が行われ、どの学年も素晴らしく、とりわけ 3 年生の学年合唱「信じる」は出

色の出来映えでした。3 年生全員が谷川俊太郎氏の詩の意味をしっかりと理解し、言葉を歌に込め

て伝えようとしたからです。 

「神無月のころ、ある館に入ること侍りしに、かくも歌ひけるよと、あまた涙落とし侍るに、言の

葉こそうつくしむべきとおぼえしか」…兼好法師も、この日のことをかく讃えたに違いありません。 



英語検定にチャレンジ！ 

３年生修学旅行 
９月３日（日）～５日（火）、3 年生は修学旅

行へ行きました。今年度の修学旅行のスローガン

は「学ぶ・深める・結ぶ」でした。 

1 日目は奈良を訪れ、法隆寺、奈良公園、東大寺大仏殿等を見学しました。2 日目は奈良・京都

班別行動を取り、班ごとに計画したコースにしたがって見学しました。最終日３日目は班別タクシ

ー行動で、2 日目同様班ごとの計画に基づき、京都を巡りました。修学旅行のスローガンどおり、

歴史を「学び」、探求を「深め」、中学校３年間の「結び」となった修学旅行なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２９日（金）おおさぽ検定実行委員会の

皆様のご協力により、今年度第２回の英語検定

を実施しました。 

今回は準２級５名、３級１２名、４級５名、５級５

名合計２７名の生徒が受検しました。新型コロナの５

類への移行により、外国からの観光客が増えてきてい

ます。コロナ以前のように国際化、グローバル化も進

んでいくものと思われます。英

語を通して、国際的な視野を広

げ、世界を舞台として活躍する

人材に成長していくことを願っ

ています。 



第４０回音楽祭 
１０月６日（金）三鷹市芸術文化センター 風

のホールで「第４０回音楽祭」を開催しました。 

スローガンの「結実～思いをつなぐ～」が示す

通り、どのクラスも練習の成果を発揮し、美しい歌声を響かせてくれました。吹奏楽部の演奏も素

晴らしく、会場がまるでダンスホールのような盛り上がりを見せました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 C 組 ２年 B 組 

３年 B 組 E 組 

音楽祭実行委員長の言葉（閉会式 おわりの言葉） 

３年 B 組 鈴木 美乃莉 

第４０回音楽祭も終わろうとしています。今回の音楽祭のスローガンは、

「結実～思いをつなぐ～」でした。どの学年、クラスも花の種を育て、去年よ

りも、さらに美しい花を咲かせたことでしょう。 

１年生は、初めての音楽祭でわからないことも多く、本番舞台に立ったとき緊張したと思い

ます。それでも、小学生のときからは一皮むけた歌をうたえていました。これからもっと成長

をしていってください。 

２年生は、今年から２クラスになり、大迫力のある歌でした。来年は私たちを超える歌をう

たってください。 

そして、３年生。最後の音楽祭、練習から気合が入っていました。心を込めて成長し、先輩

らしい姿を見せることができました。１，２年生は来年もあります。今年の私たちが残した花

の種を次の音楽祭で、ぜひ、花を咲かせてください。 

皆さん、今日はありがとうございました。そして、お疲れさまでした。 



ほたるの里 ちびっこ農業体験「稲刈り」 

  左記の二次元コー

ドから本校のホーム

ページをご覧になれ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１７日（日）ほたるの里・三鷹村「水田・

隣接広場」でちびっこ農業体験「稲刈り」が開催

され本校の生徒もボランティアとして参加しま

した。稲刈り作業を通して、地域の方々との交流

は貴重な体験になったことと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 https://www.mitaka-schools.jp/nanachu-jhs/index.html 

【各学年合唱曲】1 年「Let’s search for Tomorrow」・2 年「予感」・3 年「信じる」 

【各学年の金賞】１年 C 組「絆」・２年 B 組「時を越えて」・３年 B 組「YELL」 

【ハーモニー賞】E 組「明日へ」 

【指揮者賞】金子 亜輝（３年 B 組）・渡邊 瑛真（３年 C 組） 

表彰式 吹奏楽部の演奏 

≪１１月の主な行事予定≫  

1１/１(水)研究発表会④⑤カット   

２(木)進路面談Ⅱ(3)～７(火)まで 

３(金)文化の日・大沢の里秋まつり 

６(月)全校朝礼 

９(木)地域パトロール 

１５(水)第 3 回定期考査① 

  （国・社・理・給食なし） 

１６(木)第 3 回定期考査② 

  （数・英・音・保体・給食なし） 

  CＳ委員会 

１７(金)領域診断テスト(2・３) 

    専門委員会 

２０(月)避難訓練 

２１(火)受験写真撮影(3)⑥校時 

    英検ＩＢＡテスト(全) 

    自然教室保護者説明会(2) 

２２(水)PTA 役員会 

２６(日)英語スピーキングテスト(3) 

２７(月)生徒朝会・新入生保護者説明会 

２９(水)校外学習(2) 

３０(木)企業訪問(1) 

 


